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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第27期中 第28期中 第29期中 第27期 第28期

会計期間

自平成17年
　10月１日
至平成18年
　３月31日

自平成18年
　10月１日
至平成19年
　３月31日

自平成19年
　10月１日
至平成20年
　３月31日

自平成17年
　10月１日
至平成18年
　９月30日

自平成18年
　10月１日
至平成19年
　９月30日

売上高 (千円) 673,915 717,372 1,171,116 1,470,218 1,543,387

経常利益 (千円) 144,826 122,744 384,322 322,057 327,155

中間（当期）純利益 (千円) 80,097 72,006 211,637 171,158 186,333

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) 725,000 957,500 957,500 957,500 957,500

発行済株式総数 (株) 2,900,000 3,300,000 3,300,000 3,300,000 3,300,000

純資産額 (千円) 913,195 1,541,262 1,824,327 1,469,256 1,634,140

総資産額 (千円) 1,712,284 2,020,001 2,788,512 2,128,791 2,283,350

１株当たり純資産額 (円) 314.90 467.05 552.83 445.23 495.19

１株当たり中間（当期）

純利益金額
(円) 27.62 21.82 64.13 58.78 56.46

潜在株式調整後１株当た

り中間(当期)純利益金額
(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) － 6.50 8.00 － 13.00

自己資本比率 (％) 53.3 76.3 65.4 69.0 71.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 74,346 154,588 303,379 133,512 283,201

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △234,334 △13,245 △39,461 △316,690 △626,583

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 172,400 △92,600 144,169 476,298 △46,370

現金及び現金同等物の中

間期末(期末)残高
(千円) 471,890 801,342 770,936 752,599 362,847

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)
(人)

57

(31)

70

(30)

89

(38)

65

(32)

81

(30)

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．第27期中及び第27期の１株当たり配当額については、配当を行っておりませんので、記載しておりません。

６．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員）は、各期間の平

均人員を（　）外数で記載しております。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間における、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異

動もありません。

３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　 平成20年３月31日現在

従業員数（人） 89（38） 

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員）は、当中間会計

期間の平均人員を（　）外数で記載しております。 

２．従業員数が前事業年度末に比べ、8人増加したのは、業容の拡大に伴う採用によるものであります。

(2）労働組合の状況

　　　　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　当中間会計期間におけるわが国の経済は原油の高騰、サブプライム問題による信用収縮等、世界的な要因を受け連

鎖的に進む円高・株安により景気の先行き懸念が伝えられております。

　国内医療をめぐる環境変化としては2010年問題と言われる大型先発薬の特許切れを迎えるなかで、薬価切下げや

ジェネリック医薬品の行政による普及推進策などが挙げられます。

　国内製薬企業は異業種企業との企業結合・統合等による再編を含め、合理的な開発業務推進に邁進し、海外市場も

見据えた開発競争は活発状況にあり、この為、研究開発費用はますます増大しております。

　一方、当社のコアビジネスである医薬品の品質保証については、製薬企業の研究施設の統廃合の影響や、開発競争

による新薬開発の試験数や投資費用の増大を受けてアウトソーシング市場は拡大傾向にあると考えております。

　このような状況のもと、当社は国内外医薬品企業から医薬品の開発プロセスにおける、医薬品の品質保証と薬物動

態に関する受注拡大のため、新規顧客の獲得、既存顧客の深耕、大口化やジェネリック医薬品企業への営業活動に努

めてコア事業の収益拡大を図りました。これらに対応する体制として、施設の拡充と人的資源の増強を行ないまし

た。

　以上の結果、売上高1,171,116千円（前年同期比63.3％増）に対し、営業利益382,834千円（同212.4％増）、経常利益

384,322千円（同213.1％増）、中間純利益211,637千円（同193.9％増）となりました。各事業の状況は以下のとおり

であります。

①品質保証事業

　新規顧客の獲得及び既存顧客の深耕、大口化を図るとともに、施設の拡充、人的資源の増強を行なって業容を拡大

しました。その結果、売上高は1,083,249千円（前年同期比89.9％増）となりました。

②薬物動態事業

　ジェネリック医薬品企業への直接営業並びにCRO（医薬品開発受託機関）との連携による営業活動を行いまし

た。しかし、先発医薬品の中で今年度に特許切れとなる大型医薬品が少なかったことから、新規ジェネリック医薬品

開発が低調に終わり、受注拡大に至りませんでした。その結果、売上高は87,866千円（同40.3％減）となりました。

(2）キャッシュ・フロー

　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比して408,088千円増加

し770,936千円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は、303,379千円（前中間会計期間は154,588千円）となりました。これは主に税引前

中間純利益383,582千円の計上、前受金の増加30,219千円の増加要因に対して、売上債権の増加89,369千円、法人税等

の支払62,928千円等の減少要因によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、39,461千円（前中間会計期間は13,245千円）となりました。これは主に定期預金

の払戻による収入170,000千円に対し、中央研究センターの増築等による有形固定資産の取得による支出209,270千

円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、144,169千円（前中間会計期間に使用した資金は92,600千円）となりました。これ

は主に長期借入れによる収入270,000千円に対し、長期借入金の返済による支出104,380千円があったことによるも

のであります。

EDINET提出書類

株式会社応用医学研究所(E05637)

半期報告書

 4/29



２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

該当事項はありません。

(2）受注状況

　当中間会計期間の受注状況を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

品質保証事業 2,095,418 297.0 2,653,888 228.9

薬物動態事業 85,663 - 36,348 406.2

合計 2,181,081 325.9 2,690,237 230.2

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．薬物動態事業の受注高の前年同期比については、前中間会計期間において受注残高に含まれていた案件の一

部に試験中止が生じ、受注高が△となったため、記載しておりません。

(3）販売実績

　当中間会計期間の販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

販売高（千円） 前年同期比（％）

品質保証事業 1,083,249 189.9

薬物動態事業 87,866 59.7

合計 1,171,116 163.3

　（注）１．前中間会計期間及び当中間会計期間の主要な販売先及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとお

りであります。

相手先

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

武田薬品工業株式会社 61,932 8.6 565,556 48.3

ニプロ株式会社 81,688 11.4 32,967 2.8

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

  新医薬品開発競争の激化による製薬企業の業態の変化やジェネリック医薬品開発の増加等に伴い、非臨床試験の受

託試験機関へのアウトソーシングは増加するものと考えております。

　このようなマーケット状況に対応し、今後更なる事業及び収益の拡大を図るために、以下の課題に取組む所存であり

ます。 

(1）受注と試験実施能力の拡大

　　当社は、受注の確保とともにその試験実施能力を拡大することが必須と考え、中央研究センターの増築（完成　平成

19年10月）を致しました。今後の動向を検討した結果、更に中央研究センターの別棟（着工予定　平成20年６月　完

成予定　平成20年12月）の新設を致します。これらの施設を有効活用し利益を確保するためには、受注と試験実施能

力のバランスを取ることが重要であると認識しております。

　これに対応するために、当社では、試験実施能力を常に把握し委託者の要望充足と機会損失の回避に努めてまいり

ます。

(2）IT化の推進

　当社は、試験施設や機器等のリソースを拡充して受注拡大に対応しておりますが、試験実施能力の拡大に伴い、受

注、売上、進捗管理等の業務の一元管理が重要であると認識しております。

　これに対応するため、当社は、IT化を推進してシステム運用の適正かつ効率的実施に努めてまいります。

(3）人材の確保・育成

　当社は、試験施設の拡充のみならず、医薬品に関する専門知識及び分析技術を有する人材を数多く確保・育成する

ことが事業成長を図る上で重要であると認識しております。

　これに対応するために、当社は、高品質のサービス提供の出来る人材の確保、採用活動の強化、教育・研修の充実

等、人材の育成に努めてまいります。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社応用医学研究所(E05637)

半期報告書

 6/29



第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

(1）重要な設備計画の完了

　当中間会計期間において、前事業年度末に計画していた重要な設備計画のうち、完了したものは、次のとおりであ

ります。

事業所名 所在地 事業の内容 設備の内容 投資金額
（千円） 完了年月日 完成後の

増加能力

中央研究センター（注）１
北海道石狩
市

品質保証
事業

試験受託用
施設

314,554 平成19年10月 －

　（注）１．平成19年10月１日から中央研究センターは、中央研究所より名称を変更しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）重要な設備の新設

　当中間会計期間において、あらたに確定した重要な設備の新設計画は、次のとおりであります。

事業所名 所在地 事業の内容 設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円） 着手 完了

中央研究セ
ンター

北海道石狩
市

品質保証
事業

試験受託用
施設（ク
リーンルー
ム）

79,870 28,280 自己資金
平成20年
３月

平成20年
４月 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）重要な設備の除却等

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,808,000

計 7,808,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年６月20日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,300,000 3,300,000
東京証券取引所

（マザーズ）
－

計 3,300,000 3,300,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成19年10月１日～

平成20年３月31日
－ 3,300,000 － 957,500 － 232,500
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

シミック株式会社 東京都品川区西五反田7丁目10-4 2,435,000 73.79

資産管理サービス信託銀行株

式会社（年金特金口）

東京都中央区晴海1丁目8-12

晴海アイランドトリトンスクエアオフィス

タワーＺ棟

157,000 4.76

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海1丁目8-11 91,600 2.78

ＩＡＭ従業員持株会 札幌市中央区北二条西二丁目32 42,500 1.29

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町2丁目11-3　 21,800 0.66

和田　昌彦 栃木県下都賀郡大平町 14,100 0.43

田川　哲也 堺市東区 12,345 0.37

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋1丁目9-1 12,300 0.37

横山　亜希子 兵庫県相生市 12,000 0.36

達林　晃夫 横浜市泉区 10,200 0.31

計 － 2,808,845 85.12
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  3,299,500 32,995 －

単元未満株式 普通株式        500 － －

発行済株式総数 3,300,000 － －

総株主の議決権 － 32,995 －

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成19年10月 11月 12月 平成20年１月 ２月 ３月

最高（円） 754 833 803 825 870 874

最低（円） 654 630 725 701 788 800

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以

下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成18年10月１日から平成19年３月31日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、

当中間会計期間（平成19年10月１日から平成20年３月31日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

２．監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間会計期間（平成18年10月１日から平成19年３月31日まで）

の中間財務諸表については、みすず監査法人より監査を受け、また、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づ

き、当中間会計期間（平成19年10月１日から平成20年３月31日まで）の中間財務諸表について、新日本監査法人によ

り中間監査を受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

前中間会計期間　　みすず監査法人

当中間会計期間　　新日本監査法人

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間会計期間末
（平成20年３月31日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１．現金及び預金 　 811,342   1,030,936   792,847   

２．売掛金 　 487,943   682,575   593,205   

３．貯蔵品 　 8,228   15,206   9,537   

４．その他 　 44,103   80,530   63,082   

５．貸倒引当金 　 △921   △1,155   △1,042   

流動資産合計 　  1,350,696 66.9  1,808,094 64.8  1,457,632 63.8

Ⅱ　固定資産 　          

１．有形固定資産 ※１          

(1）建物 ※２ 345,054   617,703   330,433   

(2）土地 ※２ 202,888   202,888   202,888   

(3）その他 　 55,448   85,460   217,319   

計 　 603,391   906,053   750,641   

２．無形固定資産 　 3,419   14,298   13,969   

３．投資その他の資産 　 62,493   60,067   61,106   

固定資産合計 　  669,305 33.1  980,418 35.2  825,718 36.2

資産合計 　  2,020,001 100.0  2,788,512 100.0  2,283,350 100.0

　 　          

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１．買掛金 　 29,701   53,878   35,932   

２．一年以内返済予定
長期借入金

※２ 55,200   129,600   62,640   

３．未払法人税等 　 47,126   179,932   65,746   

４．賞与引当金 　 34,250   48,743   47,313   

５．役員賞与引当金 　 －   －   9,000   

６．その他 ※３ 133,660   211,387   190,490   

流動負債合計 　  299,938 14.8  623,541 22.4  411,122 18.0

Ⅱ　固定負債 　          

１．長期借入金 ※２ 151,800   310,700   212,040   

２．退職給付引当金 　 26,502   29,572   25,612   

３．その他 　 498   371   434   

固定負債合計 　  178,801 8.9  340,643 12.2  238,087 10.4

負債合計 　  478,739 23.7  964,184 34.6  649,209 28.4
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前中間会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間会計期間末
（平成20年３月31日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  957,500 47.4  957,500 34.3  957,500 41.9

２．資本剰余金 　          

(1）資本準備金 　 232,500   232,500   232,500   

資本剰余金合計 　  232,500 11.5  232,500 8.3  232,500 10.2

３．利益剰余金 　          

(1）利益準備金 　 1,000   5,290   3,145   

(2）その他利益剰余金 　          

繰越利益剰余金 　 350,262   629,037   440,995   

利益剰余金合計 　  351,262 17.4  634,327 22.8  444,140 19.5

株主資本合計 　  1,541,262 76.3  1,824,327 65.4  1,634,140 71.6

純資産合計 　  1,541,262 76.3  1,824,327 65.4  1,634,140 71.6

負債純資産合計 　  2,020,001 100.0  2,788,512 100.0  2,283,350 100.0
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②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  717,372 100.0  1,171,116 100.0  1,543,387 100.0

Ⅱ　売上原価 　  457,177 63.7  616,399 52.6  935,075 60.6

売上総利益 　  260,195 36.3  554,717 47.4  608,312 39.4

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　  137,644 19.2  171,883 14.7  282,270 18.3

営業利益 　  122,551 17.1  382,834 32.7  326,041 21.1

Ⅳ　営業外収益 ※１  4,272 0.6  5,228 0.4  9,332 0.6

Ⅴ　営業外費用 ※２  4,079 0.6  3,740 0.3  8,217 0.5

経常利益 　  122,744 17.1  384,322 32.8  327,155 21.2

Ⅵ　特別利益 　  259 0.0  － －  138 0.0

Ⅶ　特別損失 　  － －  739 0.0  － －

税引前中間(当期)純
利益

　  123,003 17.1  383,582 32.8  327,293 21.2

法人税、住民税及び
事業税

　 44,543   175,953   141,949   

法人税等調整額 　 6,453 50,997 7.1 △4,008 171,944 14.7 △989 140,960 9.1

中間(当期)純利益 　  72,006 10.0  211,637 18.1  186,333 12.1
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

 

株主資本

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主
資本
合計

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益剰余金 利益

剰余金
合計

繰越利益
剰余金

平成18年９月30日残高

（千円）
957,500 232,500 232,500 1,000 278,256 279,256 1,469,256 1,469,256

中間会計期間中の変動額         

中間純利益     72,006 72,006 72,006 72,006

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
－ － － － 72,006 72,006 72,006 72,006

平成19年３月31日残高

（千円）
957,500 232,500 232,500 1,000 350,262 351,262 1,541,262 1,541,262

当中間会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

 

株主資本

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主
資本
合計

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益剰余金 利益

剰余金
合計

繰越利益
剰余金

平成19年９月30日残高

（千円）
957,500 232,500 232,500 3,145 440,995 444,140 1,634,140 1,634,140

中間会計期間中の変動額         

利益剰余金の積立て    2,145 △2,145 － － －

剰余金の配当     △21,450 △21,450 △21,450 △21,450

中間純利益     211,637 211,637 211,637 211,637

中間会計期間中の変動額合計

（千円）
－ － － 2,145 188,042 190,187 190,187 190,187

平成20年３月31日残高

（千円）
957,500 232,500 232,500 5,290 629,037 634,327 1,824,327 1,824,327

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

 

株主資本

純資産
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主
資本
合計

資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他
利益剰余金 利益

剰余金
合計

繰越利益
剰余金

平成18年９月30日残高

（千円）
957,500 232,500 232,500 1,000 278,256 279,256 1,469,256 1,469,256

事業年度中の変動額         

利益剰余金の積立て    2,145 △2,145 － － －

剰余金の配当     △21,450 △21,450 △21,450 △21,450

当期純利益     186,333 186,333 186,333 186,333

事業年度中の変動額合計

（千円）
－ － － 2,145 162,738 164,883 164,883 164,883

平成19年９月30日残高

（千円）
957,500 232,500 232,500 3,145 440,995 444,140 1,634,140 1,634,140
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動による
キャッシュ・フロー

　    

税引前中間（当期）純利益 　 123,003 383,582 327,293

減価償却費 　 30,845 45,814 64,804

退職給付引当金の増減額（△
は減少）

　 553 3,959 △336

賞与引当金の増減額（△は減
少）

　 △6,100 1,430 6,963

役員賞与引当金の減少額 　 △10,000 △9,000 △1,000

貸倒引当金の増減額（△は減
少）

　 △259 113 △138

受取利息 　 － △596 △259

支払利息 　 2,466 2,187 4,990

固定資産除却損 　 － 739 －

売上債権の増減額（△は増
加）

　 138,200 △89,369 32,938

たな卸資産の増減額（△は増
加）

　 362 △5,668 △946

その他流動資産の増加額 　 △1,236 △14,169 △12,022

その他固定資産の減少額 　 － 285 1,114

仕入債務の増減額（△は減
少）

　 △7,181 17,946 △950

前受金の増減額（△は減少） 　 △6,779 30,219 50,968

その他流動負債の増減額（△
は減少）

　 △12,997 1,005 △12,093

その他固定負債の増減額（△
は減少）

　 498 △63 434

小計 　 251,376 368,414 461,761

利息の受取額 　 － 596 259

利息の支払額 　 △2,331 △2,702 △5,221

法人税等の支払額 　 △94,457 △62,928 △173,597

営業活動による
キャッシュ・フロー

　 154,588 303,379 283,201
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前中間会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅱ　投資活動による
キャッシュ・フロー

　    

定期預金の預入による支出 　 － － △420,000

定期預金の払戻による収入 　 － 170,000 －

有形固定資産の取得による支
出

　 △12,779 △209,270 △194,758

無形固定資産の取得による支
出

　 △3,023 △2,191 △13,904

その他投資等の減少額 　 2,557 2,000 2,080

投資活動による
キャッシュ・フロー

　 △13,245 △39,461 △626,583

Ⅲ　財務活動による
キャッシュ・フロー

　    

短期借入金の返済による支出 　 △65,000 － △65,000

長期借入れによる収入 　 － 270,000 200,000

長期借入金の返済による支出 　 △27,600 △104,380 △159,920

配当金の支払額 　 － △21,450 △21,450

財務活動による
キャッシュ・フロー

　 △92,600 144,169 △46,370

Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

　 48,742 408,088 △389,751

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 752,599 362,847 752,599

Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期末
（期末）残高

※ 801,342 770,936 362,847
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

(1）たな卸資産

貯蔵品　　最終仕入原価法によ

る原価法

(1）たな卸資産

貯蔵品

同左

(1）たな卸資産

貯蔵品

同左

    
２．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

　定率法によっております。ただし、

平成10年４月１日以降に取得した

建物（建物付属設備を除く）につ

いては、定額法を採用しておりま

す。

　なお、耐用年数及び残存価額につ

いては、法人税法に規定する方法と

同一の基準によっております。

(1）有形固定資産

　定率法によっております。ただし、

平成10年４月１日以降に取得した

建物（建物付属設備を除く）につ

いては、定額法を採用しておりま

す。

　なお、耐用年数及び残存価額につ

いては、法人税法に規定する方法と

同一の基準によっております。

（追加情報）

　法人税法の改正（所得税法等の一

部を改正する法律（平成19年３月

30日　法律第６号）及び法人税法施

行令の一部を改正する政令（平成

19年３月30日　政令第83号））に伴

い、平成19年３月31日以前に取得し

た有形固定資産のうち償却可能限

度額まで償却が終了しているもの

については、残存簿価を５年で均等

償却しております。

　なお、これによる損益に与える影

響は軽微であります。

(1）有形固定資産

　定率法によっております。ただし、

平成10年４月１日以降に取得した

建物（建物付属設備を除く）につ

いては、定額法を採用しておりま

す。

　なお、耐用年数及び残存価額につ

いては、法人税法に規定する方法と

同一の基準によっております。

（会計方針の変更）

　法人税法の改正（所得税法等の一

部を改正する法律（平成19年３月

30日　法律第６号）及び法人税法施

行令の一部を改正する政令（平成

19年３月30日　政令第83号））に伴

い、平成19年４月１日以降に取得し

た有形固定資産については、改正後

の法人税法に基づく方法に変更し

ております。

　なお、これによる損益に与える影

響は軽微であります。

　 (2）無形固定資産

　定額法によっております。ただし、

自社利用のソフトウェアについて

は、社内における利用可能期間(５

年）に基づく定額法によっており

ます。

(2）無形固定資産

　定額法によっております。なお、自

社利用のソフトウェアについては、

社内における利用可能期間（５

年）に基づいております。

(2）無形固定資産

同左

    
３．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　売掛金等の債権に対する回収危険

に備えて、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権・破産

更生債権等については、個別に回収

可能性を見積り貸倒引当金を計上

しております。

(1）貸倒引当金

　債権の貸倒損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しておりま

す。

(1）貸倒引当金

同左

　 (2）賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるた

め、当中間会計期間に負担する支給

見込額に基づき計上しております。

(2）賞与引当金

　従業員の賞与の支出に備えて、賞

与支給見込額の当中間会計期間負

担額を計上しております。

(2）賞与引当金

　従業員の賞与の支出に備えて、賞

与支給見込額の当期負担額を計上

しております。

　 (3）役員賞与引当金

　役員の賞与支給に備えて、支給見

込額のうち、当中間会計期間負担額

を計上しております。なお、当中間

会計期間においては計上しており

ません。

(3）役員賞与引当金

同左

(3）役員賞与引当金

　役員賞与の支出に備えて、支給見

込額に基づき計上しております。

　 (4）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、

当中間会計期間末における退職給

付債務の見込額（当中間会計期間

末要支給額の100％）に基づき計上

しております。

(4）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、

当中間会計期間末における退職給

付債務の見込額に基づき計上して

おります。

(4）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、

当事業年度末における退職給付債

務の見込額に基づき計上しており

ます。
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項目
前中間会計期間

（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

４．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左

    
５．中間キャッシュ・フロー

計算書（キャッシュ・フ

ロー計算書）における資

金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預

金及び容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリス

クしか負わない取得日から３か月

以内に償還期限の到来する短期投

資からなっております。

同左 同左

    
６．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

(1）消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

(1）消費税等の会計処理

同左

(1）消費税等の会計処理

同左
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年３月31日）

当中間会計期間末
（平成20年３月31日）

前事業年度末
（平成19年９月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

490,845千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

       568,858千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

       524,473千円

※２　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりで

あります。

※２　　　　　──────

　
　

※２　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりで

あります。

建物 115,500千円

土地 94,990千円

計 210,491千円

 建物 112,017千円

土地 94,990千円

計 207,007千円

　担保付債務は、次のとおりであります。  　担保付債務は、次のとおりであります。

一年以内返済予定 　

長期借入金 55,200千円

長期借入金 151,800千円

 一年以内返済予定 　

長期借入金 62,640千円

長期借入金 212,040千円

※３　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺

のうえ、当該金額11,302千円を流動負債の

「その他」に含めて表示しております。

※３　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺

のうえ、当該金額10,045千円を流動負債の

「その他」に含めて表示しております。

※３　　　　　──────

　

（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの

賃貸収入 3,957千円 受取利息      596千円

賃貸収入   3,957千円

受取利息      259千円

賃貸収入     7,914千円

※２　営業外費用のうち主要なもの ※２　営業外費用のうち主要なもの ※２　営業外費用のうち主要なもの

支払利息 2,466千円

　 　

支払利息      2,187千円

　 　

支払利息      4,990千円

　 　

　３　減価償却実施額 　３　減価償却実施額 　３　減価償却実施額

有形固定資産 30,514千円

無形固定資産 330千円

有形固定資産 44,385千円

無形固定資産  1,428千円

有形固定資産   64,142千円

無形固定資産   661千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
前事業年度末株式
数（株）

当中間会計期間増
加株式数（株）

当中間会計期間減
少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 3,300,000 － － 3,300,000

合計 3,300,000 － － 3,300,000

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　該当事項はありません。

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月９日

取締役会
普通株式 21,450 利益剰余金 6.50 平成19年３月31日 平成19年６月12日

当中間会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
前事業年度末株式
数（株）

当中間会計期間増
加株式数（株）

当中間会計期間減
少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 3,300,000 － － 3,300,000

合計 3,300,000 － － 3,300,000

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年12月19日

株主総会
普通株式 21,450 6.50 平成19年９月30日 平成19年12月20日

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月９日

取締役会
普通株式 26,400 利益剰余金 8.00 平成20年３月31日 平成20年６月12日

前事業年度（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
前事業年度末株式
数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     
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前事業年度末株式
数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

普通株式 3,300,000 － － 3,300,000

合計 3,300,000 － － 3,300,000

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月９日

取締役会
普通株式 21,450 6.50 平成19年３月31日 平成19年６月12日

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年12月19日

株主総会
普通株式 21,450 利益剰余金 6.50 平成19年９月30日 平成19年12月20日
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中

間貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中

間貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関

係

（平成19年３月31日現在） （平成20年３月31日現在） （平成19年９月30日現在）

現金及び預金勘定 811,342千円

預入期間が

３ヶ月を超える定期預金
△10,000千円

現金及び現金同等物 801,342千円

現金及び預金勘定 1,030,936千円

預入期間が

３ヶ月を超える定期預金
△260,000千円

現金及び現金同等物 770,936千円

現金及び預金勘定   792,847千円

預入期間が

３ヶ月を超える定期預金
△430,000千円

現金及び現金同等物    362,847千円

（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び中間期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び期末残高相当額

　
取得価額
相当額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

中間期
末残高
相当額
（千円）

有形
固定資産

877,828 438,114 439,714

無形
固定資産

8,713 3,085 5,627

合計 886,541 441,200 445,341

　
取得価額
相当額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

中間期
末残高
相当額
（千円）

有形
固定資産

1,247,939 458,462 789,477

無形
固定資産

8,713 5,264 3,448

合計 1,256,653 463,726 792,926

　
取得価額
相当額
（千円）

減価償
却累計
額相当
額
（千円）

期末残
高相当
額
（千円）

有形
固定資産

951,143 534,113 417,030

無形
固定資産

8,713 4,175 4,538

合計 959,856 538,288 421,568

(2）未経過リース料中間期末残高相当額 (2）未経過リース料中間期末残高相当額 (2）未経過リース料期末残高相当額

１年内 145,194千円

１年超 310,797千円

合計 455,991千円

１年内        230,218千円

１年超   577,169千円

合計 807,387千円

１年内        147,074千円

１年超        285,844千円

合計        432,919千円

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

支払リース料 81,981千円

減価償却費相当額 75,227千円

支払利息相当額 7,360千円

支払リース料  128,195千円

減価償却費相当額 118,793千円

支払利息相当額 12,512千円

支払リース料    176,231千円

減価償却費相当額   161,965千円

支払利息相当額     15,258千円

(4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

　リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法によっ

ております。

(5）利息相当額の算定方法

同左

(5）利息相当額の算定方法

同左

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

１年内 1,344千円

１年超 2,240千円

合計 3,584千円

１年内      1,344千円

１年超      896千円

合計      2,240千円

１年内      1,344千円

１年超      1,568千円

合計      2,912千円

（減損損失について）

　リース資産に配分された減損損失はありま

せん。

（減損損失について）

同左

（減損損失について）

同左
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（有価証券関係）

前中間会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

前中間会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

前中間会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

該当事項はありません。 

当中間会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

該当事項はありません。 

前事業年度（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

該当事項はありません。 

（持分法損益等）

前中間会計期間（自　平成18年10月１日　至　平成19年３月31日）

当社は、関連会社がありませんので、該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成19年10月１日　至　平成20年３月31日）

当社は、関連会社がありませんので、該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）

当社は、関連会社がありませんので、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日）

当中間会計期間
（自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日）

前事業年度
（自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日）

１株当たり純資産額 467.05円

１株当たり中間純利

益金額
21.82円

１株当たり純資産額    552.83円

１株当たり中間純利

益金額
  64.13円

１株当たり純資産額    495.19円

１株当たり当期純利

益金額
     56.46円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

同左 　なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前中間会計期間

(自　平成18年10月１日
至　平成19年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成19年10月１日
至　平成20年３月31日)

前事業年度
(自　平成18年10月１日
至　平成19年９月30日)

中間（当期）純利益（千円） 72,006 211,637 186,333

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
72,006 211,637 186,333

期中平均株式数（株） 3,300,000 3,300,000 3,300,000

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（２）【その他】

　平成20年５月９日の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………26,400千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………８円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年６月12日

（注）　平成20年３月31日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

事業年度（第28期）（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）平成19年12月19日北海道財務局長に提出。

(2）有価証券報告書の訂正報告書

平成20年１月25日北海道財務局長に提出

事業年度（第28期）（自　平成18年10月１日　至　平成19年９月30日）の有価証券報告書に係る訂正報告書であり

ます。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

平成19年６月20日

株 式 会 社 応 用 医 学 研 究 所

取　締　役　会　 御　中

み　す　ず　監　査　法　人

 

 
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　布施木　孝　叔

   

 
指　定　社　員
業務執行社員

公認会計士　入　江　秀　雄

   

 

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社応用医

学研究所の平成18年10月１日から平成19年９月30日までの第28期事業年度の中間会計期間（平成18年10月１日から平成19年３

月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び中間キャッシュ

・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表に

は全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理

的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行

われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株式

会社応用医学研究所の平成19年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成18年10月１日から平

成19年３月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会社)が別途

保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成20年６月20日

株式会社応用医学研究所  

 取締役会　御中    

 新日本監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 廣瀬　一雄　　  ㊞

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 石若　保志　　  ㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社応用医学研究所の平成19年10月１日から平成20年９月30日までの第29期事業年度の中間会計期間（平成19年10月

１日から平成20年３月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計

算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社応用医学研究所の平成20年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19年10月１

日から平成20年３月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（※）上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出会社)が別途

保管しております。
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